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＜学校教育のめざす子供像＞
確かな力を身に付け 心豊かに たくましく生きぬく子供

～自ら未来を拓く学校教育の創造～

＜生涯教育のめざす人間像＞
学ぶ喜びを味わい 自己を磨き 豊かに生きようとする人

～生きがいと絆をつくる生涯学習の推進～

給食フェアの実施

一般の方へ学校給食の理解を深めて
いただくため、実際に試食をしてもらった
り、施設見学などを行ったりする給食フェ
アを２回実施しました。

試食では、１回目は「カレーライス」、２
回目は「おっきりこみ」を各３０食提供し
ました。

就学援助対象者への支援の充実

就学援助費の中の新入学用品費を入
学前に支給できるように制度を改正し、
実態に応じた支援ができるようになりま
した。

幼・小・中12年間を見通した英語
教育の充実

教職員研修会の実施

10月10日に実施したMANABIフォーラ

ムにおいて、玉村町の特色ある教育で
ある英語教育の取組を発表しました。

幼稚園教諭による幼稚園への外国語
英語指導助手（ALT）訪問の成果報告、

中学生による海外派遣事業報告、そして
実際に小学校で実施されている外国語
活動の授業を中央小学校勤務の英語教
育アドバイザー教員とALTの2人による小
学校3年生の授業を実施しました。来場
いただいた皆さんが小学校3年生になっ

たつもりで外国語活動の学習を体験しま
した。

町内の先生方が互いの授業を参観し
合い、授業研究を行う研修会を年間8回

実施しました。中学校家庭科の研修会で
は、「幼児期の遊びの意義」を考える授
業を参観しました。幼稚園・小学校・中学
校の先生方が参加し、それぞれの立場
から意見交換を行いました。
小学校で2020年度、中学校で2021年

度から始まる新学習指導要領の全面実
施に向けて町全体で授業改善に取り組
んでいます。

学習支援推進事業による放課後
学習や体験活動の充実

前期（４月～９月） 後期（１０月～３月）点検・評価の流れ

はじめての民泊体験
友好交流都市を結んでいる茨城県茨
城町にて、小学校４～６年生を対象に、
青少年健全育成推進員連絡協議会主
催で民泊体験を行いました。参加者は、
茨城町の子供たちと一緒にレクリエー
ションを行ったり、船に乗ったりしました。
夜は民家に宿泊し、様々な体験をするこ
とができました。
子供だけでなく、
推進員や職員に
とっても貴重な２
日間でした。

成人向け国際理解講座の実施

講座のたまて箱の一つとして、「初心者
向けチャレンジ英会話～海外旅行で役
立つとっさのひとこと～」を全3回講座とし

て実施しました。実際の活動では、ゲー
ム的要素を取り入れたり、ロールプレイ
での会話形式で行ったりしました。受講
者は楽しく取り組むことができていました。
また、受講者同士の
会話を多く設定した
ので、初対面の受講
者同士の交流を深め
るきっかけにもなりま
した。

歴史資料館ミニ企画展「昔の道具
展」関連行事 火おこし体験

「昔の道具展」は小学校3年生の社会

科「古い道具と昔のくらし」と連携した企
画展です。町内の小学校3年生が見学し、

石うすなど昔の道具を観察し、その他に
も気になった道具をスケッチしました。ま
た、火おこし体験も実施し、参加した小
学生はマイギリ式
でおこした火に驚
いたり、喜んだりし
ていました。

開館25周年記念講演会の実施

町立図書館開館25周年記念講演会と

して、秋元義彦さん（（株）パン・アキモト
代表取締役）をお招きし、『小さなパン屋
の大きな挑戦』の演題で講演をしていた
だきました。

災害時の非常食として、被災者の要望
から生み出された「パンの缶詰」。この缶
詰を使って海外の飢餓を救う仕組みまで
作り上げました。そこに至るまでの苦労
や成功の体験談に
参加者は感銘を受
けていました。

各種町民スポーツ大会・教室の実施

町民の体力向上と健康の保持増進を図り、町民が一体
となり明るく豊かな町づくりを目的に、春の町民ソフトボー
ル大会を皮切りに、町民体育祭、元旦マラソン大会など
数多くのスポーツイベントを開催しました。

学習支援推進事業を活用し、各学校で
放課後や長期休業に大学生、地域人材、
保護者、専門家等を活用した学習支援
や体験活動を実施したことで、子供たち
の主体的な学びにつながりました。

園児・児童生徒の積極的な地域
行事への参加
地域行事や町民行事へ参加したり、中
学生が講師となった公民館講座を実施
したりして、子供たちの力を地域に生か
す取り組みを行いました。子供たちは地
域の方々とのふれあいを通して、地域へ
の所属意識が高まりました。


